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Monthly Topics

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－367417

市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

独
特
の
技
法
で
心
が
ほ
っ
こ
り
す

る
作
品
を
創
作
す
る
人
形
陶
芸
家
の

新
藤
廣
子(

作
家
名
・
廣
習)
さ
ん
。

現
在
、
そ
の
作
風
に
魅
せ
ら
れ
個
展

に
足
を
運
ぶ
フ
ァ
ン
や
陶
芸
教
室
に

通
う
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

「
陶
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
偶

然
立
ち
寄
っ
た
陶
芸
店
で
作
っ
た
母

の
人
形
で
す
。
あ
の
時
は
母
が
亡
く

な
っ
て
間
も
な
く
で
し
た
か
ら
、
悲

し
み
も
癒
え
ぬ
状
態
で
し
た
」

出
来
た
瞬
間
、
母
が
そ
ば
に
居
る

何
と
も
言
え
な
い
思
い
を
感
じ
た
。

「
無
我
夢
中
で
仕
上
げ
ま
し
た
ね
。

愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
母
が
私
の
記

憶
か
ら
消
え
ぬ
よ
う
に
。
作
品
の
原

点
は
母
親
像
に
あ
る
気
が
し
ま
す
」

陶
芸
に
出
会
っ
て
今
年
で
15
年
目
。

独
学
で
培
っ
た
陶
芸
技
法
は
、
ろ
く

ろ
な
ど
は
使
わ
ず
球
体
の
粘
土
を
両

手
で
動
か
し
な
が
ら
創
作
す
る
。
そ

の
技
法
は
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

「
不
思
議
な
ん
で
す
け
ど
、
目
を

閉
じ
て
自
分
の
爪
や
指
の
関
節
で
生

命
を
感
じ
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
」

最
初
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
創

作
活
動
に
入
る
感
覚
は
全
く
な
い
。

「
球
体
を
持
っ
た
瞬
間
か
ら
で
す
。

心
の
中
に
あ
る
言
葉
に
で
き
な
い
何

か
が
生
ま
れ
る
と
い
う
か
、
そ
の
二

度
と
な
い
瞬
間
を
作
品
に
す
る
、
テ

ー
マ
は『
今
を
生
き
る
』で
す
ね
」

今
ま
で
手
掛
け
た
作
品
は
約
３
０

０
０
体
と
語
る
新
藤
さ
ん
。
今
後
も

郷
土
沼
田
を
中
心
に
活
動
を
続
け
る
。

「
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
事
は
、
自
分

の
喜
び
に
な
り
ま
す
。
１
人
で
も
多

く
の
人
に
私
の
作
品
を
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。『
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
』

に
も
表
情
豊
か
な
私
の
人
形
た
ち
が

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」

陶芸教室に通う生徒を笑顔で指
導する新藤さん

指
先
の
感
覚
で
二
度
と
な
い
瞬
間
を
作
品
に
す

る
。
テ
ー
マ
は「
今
を
生
き
る
」で
す

人形陶芸家

さん

(硯田町)

新藤　廣子

Hiroko Shindou

花と緑のぐんまづくり2014in沼田
～ふるさとキラキラフェスティバル～クロージングセレモニー

当日は｢花と緑のコンテスト｣や｢長期活動緑化団体｣などの表彰式のほか、本フェスティバルを締めく
くる花と緑のぐんまづくりの｢楯｣引き継ぎが行われました。県と各市町村の合同開催となるこの事業。
引き継ぎは代表者によるリレー形式で、開催地の証となる｢楯｣が横山沼田市長から茂原県副知事に返還
され、次期開催地の中之条町折田町長へと手渡されました。４月19日に満開の桜の下で始まった本イベ
ントは、30日間たくさんの花に包まれ約15万人の来場者を迎えることができました。これも開催に当た
り多くの皆さまのご支援とご協力をいただいたおかげです。本当にありがとうございました。

５月９日(金)、10日(土)

新緑に包まれた温泉街に蛇みこしが登場
老神温泉大蛇まつり

毎年恒例の老神温泉大蛇まつりが老神温泉地
内で開催され、２日間にわたり多くの観光客ら
でにぎわいました。今年から初めて行われた魔
性退散の儀式｢蟇

ひき

目
め

の儀｣などが注目されたほ
か、若衆みこしが威勢よく温泉地内を練り歩き、
祭りの夜を盛り上げました。
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ふれあいサポート会（会員数21人） 代表者 塩野みどり さん
（連絡先1○23 ９９１８）

ふれあいサポート会は、県が実施し
た生涯学習講座｢長寿学園｣の卒業生が、
学んだ事や自らの経験を生かした活動
をしようと平成14年に発足しました。
子どもたちに昔の遊びを教えたり、障
害のある人への理解を深める小中学校
車いす体験活動、病院やデイサービス
で患者やお年寄りの話を聴く傾聴ボラ
ンティアなど、幅広く活動しています。
さまざまな世代の人との交流が大きな
魅力であり喜びです。共に活動してい
ただける人は、ぜひ、ご連絡ください。

５月18日(日)


